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令和７年度 事業報告書 

 

本財団は、競馬に係わる国内外の情報の提供及び技術交流、軽種馬の登録並びに

競走を引退した馬（以下「引退競走馬」という。）への助成により、国際相互理解

の促進、国内外の軽種馬の改良増殖、公正な流通の促進、競馬に対する信頼の確保

及び馬の福祉に寄与するため、以下の公益目的事業を実施した。 

 

Ⅰ 国際交流に関する事項（公益目的事業１） 

 

競馬を通じた国際相互理解の促進や技術向上に寄与するため、国内外の競馬に関

する情報の収集・提供や競馬の技術などに関する海外との交流事業を実施した。 

１ 競馬に関する情報の収集及び提供事業 

（1） 海外競馬関連情報の収集及び国内への提供 

海外の競馬及び生産などに関する定期刊行物、書籍などから最新の話題や

ニュースを収集・翻訳・編集してホームページなどにより広く一般に提供し

た。 

・海外競馬情報（毎週・ホームページ）〔ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰ:約２２万〕 

・海外競馬情報（毎月・印刷物） 

※ホームページ掲載記事の中から抜粋 

※毎月１回(年１２回) 発行部数：１，０００部 

（2） わが国の競馬関連情報の海外への提供 

（ア）わが国の競馬及び軽種馬生産などに関する情報の他、関係法令、競馬場、

開催日程などの情報を外国語版（英、仏、中、韓）ホームページにより広

く一般に提供した。 

また、海外からの電子メール・電話などによる各種問合せに対し、迅速
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に情報を提供した。 

（イ）中央競馬のＧⅠレースなどの映像をアメリカ、カナダ、オーストラリア、

ニュージーランド、イギリス、アイルランド、フランス、香港及びドバイ

に提供した 

〔２４日、２８８競走を配信〕 

また、これらのレースに関する情報を外国語版ホームページにより広く

一般に提供した。 

 

２ 競馬の技術などに関する海外との交流事業 

(1) 技術研修 

（ア）定期研修 

６月２日から６月１３日までの１２日間、アジア競馬連盟（ＡＲＦ）加盟

国の競馬統括機関及び関係機関が公募・推薦する者を対象とし、わが国の競

馬施行及び軽種馬生産の全般に関する定期研修を実施した。講師は、わが国

の競馬運営及び競馬開催に従事する専門家が担当した。 

・参加者：インド、韓国、香港、マレーシア、オーストラリア、ニュージ

ーランド、南アフリカ、サウジアラビアから各１名の計８名 

（イ）専門研修 

６月２５日から２９日までの５日間、アジア競馬連盟（ＡＲＦ）加盟国の

競馬関係者などを対象とし、獣医関連に関するより高度な専門知識及び技術

の向上を図る専門研修を実施した。講師は、美浦トレーニング・センター競

走馬診療所属の獣医師が担当した。 

・参加者：インド、韓国、香港、マレーシア、オーストラリアから各１名

の計５名 
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(2) 技術指導 

   本年度は実施せず。 

(3) 国際交流行事など 

（ア）人馬の海外遠征を支援するため、海外遠征馬の出馬登録の窓口となり、

現地主催者との連絡調整を実施した。また、遠征に係る事務手続きなどを

支援した。 

   ２月のサウジカップ、４月のドバイワールドカップ及び１２月の香港国

際競走に際しては、本財団職員を現地に派遣し、現地主催者と日本からの

遠征馬関係者との連絡調整を実施した。 

また、わが国の国際レース取材のために来日する報道関係者に対し、資

料・情報の提供、取材援助、滞在・移動などの包括的な支援を実施した。 

（イ）第４１回アジア競馬会議の議事進行を円滑に進めるための日英同時通訳

の手配など準備を進めた。 

 

(4) 中国に関する事業 

   わが国の競馬に関する知識及び技術を活用した中国におけるサラブレッド

血統登録の進展、人材育成、交流を図るための事業について、１１月４日から

６日間、中国の馬産業に従事する血統登録担当者（３名）を対象とする血統登

録に関する研修を実施した。 
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Ⅱ 登録に関する事項（公益目的事業２） 

 

国内外における軽種馬の改良増殖や公正な流通を促進するとともに、競馬に対す

る国民の信頼確保並びに国際相互理解の促進に寄与することを目的とし、軽種馬の

厳正かつ公正な登録及び登録情報の国内外への提供などの事業を実施した。 

１ 軽種馬の登録事業 

(1) 血統登録及び繁殖登録 

（ア）血統登録及び繁殖登録 

登録審査業務については、登録規程、登録規程実施基準などに基づい

て書類審査及び実馬審査を厳正に実施した。 

血統登録の申込みは、前年に比較して内国産サラ系統（当歳）は   

２３１頭増加した。 

繁殖登録の申込みは、前年に比較して血統登録済みのサラ系統の雌馬

は２９頭減少した。 

また、血統登録した馬については、血統登録証明書及び馬の健康手帳

に貼付される個体確認書を交付し、繁殖登録した馬については、繁殖登

録証明書を交付した。 

 血統登録 

区 分 品  種 
令和 7年度 
申込頭数 

令和 6年度 
申込頭数 

増減 

内国産馬 

サラ系統 
当歳 ７,９１６ ７,６８５ ２３１ 
1 歳 ６７ ８７ △２０ 
計 ７,９８３ ７,７７２ ２１１ 

アラ系統 
当歳 １ ０ １ 
1 歳 ０ ０ ０ 

 計 １ ０ １ 
輸入馬 １８７ １３５ ５２ 
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繁殖登録 

区 分 品 種 性  
令和 7年度 
申込頭数 

令和 6年度 
申込頭数 

増減 

血統登録 
済みの馬 

サラ系統  
雄 ３１ ３６ △５ 
雌 １,２２６ １,２５５ △２９ 
計 １,２５７ １,２９１ △３４ 

アラ系統 
雄 ０ ０ ０ 
雌 ０ ０ ０ 
計 ０ ０ ０ 

輸入馬 
雄 ３ １ ２ 
雌 １３９ １６２ △２３ 
計 １４２ １６３ △２１ 

  

（イ）ＤＮＡ型検査 

登録審査で採取した毛根によるＤＮＡ型検査を(公財)競走馬理化学研

究所に委託し、親子判定及び個体識別（遺伝子改変検査、芦毛の遺伝子

検査を含む）を実施した。 

区   分 令和 7 年度頭数 令和 6 年度頭数 増減 

親子判定 

サラ系統 ７,９８３ ７,７７２ ２１１ 

アラ系統 １ ０ １ 

個体識別 

（遺伝子改変検査、芦毛の

遺伝子検査含む） 

サラ系統 １,３７９ １,３２１ ５８ 

アラ系統 ０ ０ ０ 

計 ９,３６３ ９,０９３ ２７０ 

 

(2) 馬名登録 

馬名登録実施基準に基づいて実施した馬名登録は７，７７８件で、前年に

比較して７１件増加した。 
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(3) 登録業務に関する専門知識・技術の研修など 

   軽種馬の登録全般に関する知識・技術の習得及び維持・向上などを目的

とした研修会などに、本財団職員を講師として派遣した。 

(ア) 日本中央競馬会の委嘱登録審査委員予定者に対する研修会 

        （３月１１日～１２日、３月２７日） 

(イ) 地方競馬全国協会の委嘱登録審査委員予定者に対する研修会 

（３月２１日、９月１２日） 

(ウ) 日本中央競馬会の職員一般研修会 

（３月１２日） 

(エ) 関東地方公営競馬協議会の新規採用者に対する研修会 

（４月２４日～２５日） 

(オ) 地方競馬全国協会主催の馬場管理委員に対する研修会 

（９月２日、９月９日） 

(カ) 種畜検査員養成者に対する研修会 

（９月１７日） 

また、本財団の登録審査委員養成のため、座学及び実地研修を実施した。 

（座学研修：５月１４日、５月２０日、５月２２～２３日、５月２９日、

実地研修：６月１６日～２７日、７月２８日～８月７日、８月２５日～９月

区  分 
登録件数 

増減 
令和 7年度 令和 6年度 

新規登録 ７,４８０ ７,３６５ １１５ 

馬名変更 １５５ １７５ △２０ 

外国競走馬 ３ １０ △７ 

繁殖登録馬 １４０ １５７ △１７ 

計 ７,７７８ ７,７０７ ７１ 
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２日、１０月４日～１３日） 

 

２ 血統登録などの情報の提供事業 

（1） 軽種馬の登録情報などの提供 

血統及び馬名などに関する情報を、ホームページなどにより広く一般に公

開した他、競馬主催者団体、軽種馬生産者団体、マスコミなどに提供し、こ

れらの機関の制作物（ホームページ、印刷物など）を通じて国内外に広く公

開した。 

（2） 血統書の発行 

登録した軽種馬を国際基準に基づいて和文血統書（サラブレッド、その他

の品種）、欧文血統書（サラブレッド、アラブ）に随時登載し、ホームペー

ジにより広く一般に公開した。 

（3） 軽種馬統計などの発行・公開 

ライフステージ別の統計データ、輸出入馬などのデータを取りまとめ、「軽

種馬統計」を発行した他、統計データをホームページや軽種馬生産者団体の印

刷物（JBBAニュース）を通じ公開し、広く一般に提供した。 

 

３ 海外の血統書統括機関との連携事業 

（1） 国際血統書委員会（ＩＳＢＣ）への参画 

１０月１日、ニューマーケットにおいて国際血統書委員会の年次会議が開催

され、本財団職員がアジア・オセアニア地域代表メンバーとして出席し、国際

間の血統書承認に関する案件などを協議した。 

（2） アジア・オセアニア血統書委員会（ＡＯＳＢＣ）の会議の準備 

ＡＯＳＢＣ事務局として、令和８年２月、サウジアラビアのリヤドで開催さ

れる第１８回ＡＯＳＢＣ会議に向けて準備を実施した。 
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（3） 承認を希望する国の調査・指導・査察 

承認を希望する国がなかったため、本年度は実施せず。 

（4） 軽種馬の輸出入などに関する事務 

  （ア）輸出証明書などの交付 

軽種馬の輸出入に当たり、国際基準に基づいて当該馬の輸出証明書及び

馬の個体識別手帳（パスポート）の交付・受領などの業務を、相手国の血

統書統括機関との間で実施した。 

  （イ）馬名の承認に関する事務 

国際基準に基づいて出生国の承認が必要となる馬名については、当該国

との相互の審査によって馬名の登録及び変更を承認した。 

 

４ 登録事業に関するシステム関係事業 

（1）登録事業ネット化開発 

令和４年度から開発に着手し令和１０年度完成予定としている同システム

において、７年計画の４年目となる本年度は、「繁殖登録申込書及び委任状の作

成補助機能」及び「馬体図閲覧機能」の開発を行った。 

（2） オープンシステムの改修 

各種登録業務で使用する各種書類のフォーマット更新等を中心に、通常業務

におけるシステム全体の業務処理能力に関する機能の改修を行った。 

（3） システムの適切な管理運用 

競馬主催者、生産者団体などとの競馬情報及び登録情報の安定した送受信を

図るため、システムの管理運用を適切に実施した。 
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Ⅲ 引退競走馬に関する事項（公益目的事業３） 

 

一般市民に引退競走馬と触れあう機会を提供し、馬の魅力を伝えるとともに、

豊かな人間性の涵養と競馬に対する国民の信頼確保に寄与することを目的とし、

引退競走馬の繋養展示活動への助成及び情報提供などの事業を実施した。 

１ 引退競走馬の繋養展示活動への助成事業 

（1） 繋養展示活動への助成 

競走、繁殖、乗馬などの経済活動を終えた高齢の引退競走馬のうち、競走馬

として活躍し、競馬の発展に貢献した功労馬を繋養展示する所有者に対し、

対象馬の飼養費などに係る経費の一部を助成した。 

本年度より、従来の「引退名馬」の名称を「功労馬」に改めるとともに、事

業名称を「引退名馬繋養展示事業」から「功労馬繋養支援事業」に変更した。 

助成対象馬の頭数は、年度当初２１３頭（継続１９２頭、新規２１頭）で、

後期に新規１８頭が加わったものの、年度途中に死亡などにより２１頭減少

した結果、年度末は２１０頭であった。また、２０歳、２５歳及び３０歳以上

を迎えた助成対象馬４８頭に対し、特別助成金を交付した。 

なお、後期より功労馬の区分として「展示功労馬」に加えて新たに「Ｗｅｂ

展示功労馬」を新設した(「Ｗｅｂ展示功労馬」は従来必須としていた「競馬

ファンを含め広く一般に実馬の展示を実施する」ことを除外し、「情報提供事

業」のみの実施で助成対象馬とすることができるようにした)。 

また、事業の適正な執行を図るため６８箇所の繫養場所を訪れ、３８頭の新

規資格審査及び９３頭の確認調査を実施した。 
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前期は 1 月 1 日現在、後期は 7 月 1 日現在の頭数 

《主な変更点》 

・「展示功労馬」は勝利したレースの区別なく月額２万円…令和７年度後期から 

  〔参考〕令和７年度前期以前は、以下のとおり 

中央競馬重賞競走勝馬…2万円 

地方競馬ダートグレード競走勝馬…1万円 

・「Ｗｅｂ展示功労馬」は月額１万円…令和７年度後期から新設 

・特別助成金交付対象年齢を「20 歳」,「25 歳」,「30 歳以上」に変更…R7 年度後期から 

  〔参考〕令和７年度前期以前の対象年齢は「20 歳」、「25歳」、「30歳」、「35歳」 

 

（2） 馬名プレートの提供 

繋養展示する施設を訪問した一般市民に対し、助成対象馬の情報を分かりや

すく伝えるため、展示施設に馬名、血統、毛色、競走成績などを表記したプレ

ートを提供した。 

区分 
助成対象馬の頭数 

令和７年度 令和６年度 
前期 後期 前期 後期 

中央競馬重賞競走勝馬 
（展示） 

継続 １６９ １７８ １６５ １６６ 
新規 ２１   ９  １３   ９ 
計 １９０ １８７ １７８ １７５ 

地方競馬ダートグレード競走勝馬 
（展示） 

継続 ２３ ２２ ２１ ２６ 
新規 ０  ２  ５  １ 
計 ２３ ２４ ２６ ２７ 

中央競馬重賞競走勝馬 
（Web 展示） 

継続  ４  
新規 ７  
計 １１ 

地方競馬ダートグレード競走勝馬 
（Web 展示） 

継続 １ 
新規 ０ 
計 １ 

計 ２１３ ２２３ ２０４ ２０２ 
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２ 引退競走馬の情報提供事業 

助成対象馬の近況や繋養展示場所などの情報を、ホームページやパンフレット

により広く一般に提供した。 
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Ⅳ 総務に関する事項 

１ 評議員会等の開催状況 

（1） 評議員会 

回 開催年月日 議  決  事  項 当日の 

議員数 

当日の 

出席数 

議決の 

結果 

１ R7.3.13 ① 令和６年度事業報告について 

 

② 令和６年度決算について 

 

③ 役員及び評議員の報酬等の支給に関す

る規程の一部改定について 

 

④ 役員の選任について 

 

⑤ 退任理事に対する役員慰労金の支給に

ついて 

９ 

 

９ 

 

９ 

 

 

９ 

 

９ 

６ 

 

６ 

 

６ 

 

 

６ 

 

６ 

全員賛成 

 

全員賛成 

 

全員賛成 

 

 

全員賛成 

 

全員賛成 

２  R7.11.27 ① 令和８年度事業計画について 

 

② 令和８年度収支予算について 

９ 

 

９ 

７ 

 

７ 

全員賛成 

 

全員賛成 

 

 （2）理事会 

回 開催年月日 議  決  事  項 当日の 

議員数 

当日の 

出席数 

議決の 

結果 

１ R7.2.20 ① 令和６年度事業報告について 

 

② 令和６年度決算について 

 

③ 組織規程の廃止及び制定について 

 

④ 職員就業規則の改定について 

 

⑤ 役員及び評議員の報酬等の支給に関す

る規程の一部改定について 

 

⑥ 被服貸与規程の制定について 

⑦ 役員候補者の選任について 

５ 

 

５ 

 

５ 

 

５ 

 

５ 

 

 

５ 

５ 

５ 

 

５ 

 

５ 

 

５ 

 

５ 

 

 

５ 

５ 

全員賛成 

 

全員賛成 

 

全員賛成 

 

全員賛成 

 

全員賛成 

 

 

全員賛成 

全員賛成 
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⑧ 退任理事に対する役員慰労金の支給

について 

 

⑨ 令和７年度第 1 回評議員会（定時）の

開催について 

 

５ 

 

 

５ 

 

５ 

 

 

５ 

 

全員賛成 

 

 

全員賛成 

 

２ 決議の省略 

（R7.5.26） 

① 公益財団法人ジャパン・スタッドブッ

ク・インターナショナル職員給与規程

の一部改正（案）について 

 

② 公益財団法人ジャパン・スタッドブッ

ク・インターナショナル職員就業規則

の一部改正（案）について 

 

③ 公益財団法人ジャパン・スタッドブッ

ク・インターナショナル役員慰労金支

給規程の一部改正（案）について 

５ 

 

 

 

５ 

 

 

 

５ 

５ 

 

 

 

５ 

 

 

 

５ 

全員賛成 

 

 

 

全員賛成 

 

 

 

全員賛成 

 

３ 決議の省略 

(R7.6.20) 

① 公益財団法人ジャパン・スタッドブッ

ク・インターナショナル馬名登録実施

基準の一部改正（案）について 

５ 

    

５ 

 

全員賛成 

 

４ 決議の省略 

(R7.11.7) 
 

① 令和 7 年度第 2 回評議員会（臨時）の

開催について 

５ 

 

５ 

 

全員賛成 

 

５ 

 

R7.11.27 ① 令和 8 年度事業計画について 

 

② 令和 8 年度収支予算について 

５ 

 

５ 

５ 

 

５ 

全員賛成 

 

全員賛成 

＊第２回、第３回及び第４回理事会は書面による決議で実施した。 

 

２ 評議員に関する事項 

 評議員 (9 名) 
氏 名 就任年月日 退任年月日 備 考 

秋 元 稔 弥 R6.3.14   

小 畠  薫 R6.3.14   

鈴 木 淑 子 R6.3.14   

古 屋  明 R6.3.14   

本 村 凌 二 R6.3.14   

森  保 彦 R6.3.14   

山 本 雅 男 R6.3.14   



14 

上 野 儀 治 R6.3.14   

山 口 英 彰 R6.3.14   

 

３ 理事・監事に関する事項 

役員 (理事５名：監事２名) 
職 名 氏 名 勤 務 就任年月日 退任年月日 備 考 

理事長 福 井 紳 弥 常勤 R6.3.14   

常務理事 古 田  誠 常勤 R6.3.14   

理事 茂 木 秀 仁 常勤 R6.3.14 R7.3.13  

〃 井 田 圭 史 常勤 R7.3.13   

〃 相 川 貴 志 非常勤 R6.9.5     

〃 松 田 芳 和 非常勤 R6.3.14   

監事 杉 浦 幸 子 非常勤 R6.3.14   

 〃 佐 野 健 吉 非常勤 R6.3.14 R7.3.13  

 〃 菊 田  淳 非常勤 R7.3.13   

 

４ 職員等に関する事項 

組織 参与数 職員数 嘱託数 計 備考 
総務部 １ ５ １ ７  
国際業務部 １ ５  ６  
登録部 ２ １１ １ １４  
北海道事務所  ３ １ ４  
関連事業部  ６  ６  

計 ４ ２９ ４ ３７  
 

５ 許可、認可及び承認に関する事項 

  なし 

 

６ 登記に関する事項 

(1) 理事の就任及び退任登記  令和 7年 4月 16日   東京都法務局港出張所 

(2) 監事の就任及び退任登記  令和 7年 4月 16日   東京都法務局港出張所 

 

７ 助成金及び寄附金に関する事項 

(1) 助成金 
日本中央競馬会                   338,427,296 円 

日本中央競馬会（特別振興助成金）          169,610,120 円 

地方競馬全国協会                  114,607,646 円 

中央競馬馬主相互会                  36,000,000 円 
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（一財）日本中央競馬会弘済会              8,000,000 円 

（一社）日本競走馬協会                1,000,000 円 

（公社）日本軽種馬協会                                 500,000円 

 
 

(2) 寄附金 
    日本馬主協会連合会、(一社)札幌馬主協会、(一社)新潟馬主協会、 

(一社)東京馬主協会、(一社)中山馬主協会、(一社)京都馬主協会、 
(一社)日本調教師会、日本騎手クラブ、千葉県両総馬匹農業協同組合、 
胆振軽種馬農業協同組合、日高軽種馬農業協同組合、十勝軽種馬農業協同組合、 
 (一財)グリーンチャンネル、(一財)競馬共助会、(公財)競走馬理化学研究所、 
 (公財)中央競馬馬主社会福祉財団、(公社)日本装削蹄協会、 
競馬セキュリティサービス株式会社、JRA システムサービス株式会社、 
JRA ファシリティーズ株式会社、株式会社中央競馬ピーアール・センター、 
日本スターティング・システム株式会社、中央競馬馬主相互会、全日本騎手連盟、 
全国公営競馬調教師会連合会、地方競馬全国協会、株式会社 Cygames、ライフテース

ト株式会社、株式会社 CL by C.ルメール他 
                               7,383,591円 

 
８ 附属明細書の省略 

この事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」

に該当する事項はないため、省略した。 
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